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１．目的及び成果目標 

主に 9.7GHz 帯で運用されているＸ帯沿岸監視用レーダーについて、設置数の増加による周波数のひ

っ迫を解消するための技術的条件の検討を行うとともに、8.85-9.0GHz、9.3-9.5GHz 及び 9.8-10GHz 帯

での利用可能性の検討を行い、Ｘ帯沿岸監視用レーダー等の高度化に資することを目的とする。 

２．試験実施概要 

① 国内の沿岸監視用レーダー等に関する技術動向等の調査として、以下を実施。 

・同一及び近隣周波数におけるレーダーの状況調査 

・複数帯域対応型レーダーの可能性検討 

② Ｘ帯新周波数に対応する沿岸監視用レーダー等の技術的条件等の検討として、以下を実施。 

・複数帯域対応型送受信機の仕様策定・設計・試作 

・屋外実証試験における評価項目及び手順の検討 

３．得られた成果 

① 国内の沿岸監視用レーダー等に関する技術動向等の調査 

 ・同一及び近隣周波数におけるレーダーの状況調査については、沿岸監視用レーダーと同一及び近

隣周波数にあるレーダーとして、航空機用気象レーダー、船舶航行用レーダー、SART、レーダービー

コン・レーマークビーコン、 BS/CS 放送受信設備、汎用型気象レーダー及び 9GHz 帯気象レーダーを

選出し、これらとの周波数共用の可能性検討のために必要なパラメータを取りまとめた。 

 ・複数帯域対応型レーダーの可能性検討については、試作したアンテナを用いた共用性試験と干渉

シミュレーションの結果、及び各周波数帯のひっ迫度合い等を勘案し、複数帯域対応型レーダーと

して選択可能な周波数帯を検討。9,400MHz 帯は航空機搭載気象レーダーや船舶レーダーの無線局が

多く、他の候補周波数帯と比較して干渉の影響が大きいこと、8,900MHz 帯は他の周波数帯域と比較

して物理サイズが大型となり、9,700MHz 帯との共用が難しいことが明確になった。現時点では

9,800MHz 帯が 9,700MHz 帯と機材共用を行う周波数帯として望ましいと判断される。 

 

② Ｘ帯新周波数に対応する沿岸監視用レーダー等の技術的条件等の検討 

 ・複数帯域対応型送受信機の仕様策定・設計・試作については、複数帯域対応型送受信機の仕様策定

を行うとともに、仕様を元に設計・試作した送受信機が所定の性能を満足することを、単体測定評価

と、各ユニットを送受信機筐体に組み込んだ状態での総合評価で確認した。9,400MHz 帯と 9,700MHz

帯については評価を完了し、8,900MHz 帯と 9,800MHz 帯については今後評価を完了させる予定。 

 ・屋外実証試験における評価項目及び手順の検討については、屋外実証試験実施に向けた準備とし

て、用地使用の調整や無線局免許の取得などの事務手続きを実施。また、実験に用いる補助装置とし

てインターフェース装置（レーダーの制御及びデータ処理）、電源部及び治具の製作を行った。 
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